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百
済
と
日
向

　
　

―「
百
済
王
伝
説
」を
め
ぐ
る
考
察

南 

邦
和

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
宮
崎
県
の
古
い
呼
称
（
地
名
）
は
日
向
（
ひ

む
か
〜
ひ
ゅ
う
が
）
で
あ
る
が
、
古
代
に
お
け
る
「
日
向
」
は
南
九

州
一
円
を
指
す
か
な
り
広
い
地
域
の
呼
称
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
も
の
と
し
て
大
和
朝
廷
に
敵
視
さ
れ
、
や
が

て
征
服
さ
れ
た
熊
襲
（
く
ま
そ
）
隼
人
（
は
や
と
）
の
支
配
し
て
い

た
熊
本
・
鹿
児
島
・
宮
崎
を
つ
つ
み
込
む
一
帯
が
「
古
代
日
向
」
の

領
域
と
考
え
ら
れ
る
。

　

韓
半
島
と
こ
の
「
日
向
」
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ

に
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
因
縁
や
文
化
的
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
現
在
大
噴
火
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
新
燃
岳
を
含

め
た
霧
島
連
山
の
主
峰
「
韓
国
岳
」
は
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り

「
韓
国
（
か
ら
く
に
）」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
命
名
の
由
来

は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
俗
説
で
は
、
こ
の
山
の
頂

い
た
だ
きに

登
る
と 

韓か
ら

の
国
が
見
え
る
…
…
と
い
う
「
国
見
岳
」
に
似
た
発
想
か
ら
の
言

い
つ
た
え
が
あ
る
。

　

古
代
の
人
々
が
、
そ
の
〝
本
貫
〟
の
地
で
あ
っ
た
「
韓
国
」
を
偲

ん
で
呼
び
慣
ら
わ
し
た
山
の
名
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。
宮
崎
県
内
に
多
く
点
在
す
る
（
四
千
基
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
五
日　

韓
国
・
高
麗
郡
の

高
麗
博
物
館
で
催
さ
れ
た
〈
韓
・
日
文
化
の
夕
〉（
加
耶
大
学

校
・
高
麗
郡
共
催
）
で
の
講
演
要
旨
で
す
。
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〈歴史と神話〉

古
墳
の
主
た
ち
が
、
韓
半
島
か
ら
の
渡
来
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う

証
拠
は
、
そ
の
出
土
品
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
、
私
の
住
居

地
で
あ
る
宮
崎
市
下
北
方
地
区
に
も
〈
下
北
方
古
墳
〉
と
呼
ば
れ
て

い
る
古
代
史
研
究
の
上
で
は
注
目
す
べ
き
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
。

　

宮
崎
市
が
〝
市
政
六
十
周
年
〟
を
迎
え
た
一
九
八
〇
年
代
半
ば
、

宮
崎
県
内
の
古
墳
群
を
め
ぐ
っ
て
の
「
宮
崎
の
古
代
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
が
、
三
年
連
続
（
昭
和
58
・
59
・
60
）
の
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
地
方
に
と
っ
て
は
ま
さ

に
画
期
的
な
、
学
術
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
私
自
身
も
こ
の
シ

ン
ポ
に
フ
ロ
ア
の
聴
衆
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
斉
藤
忠

（
東
京
大
学
教
授
）
網
干
善
教
（
関
西
大
学
教
授
）
西
谷
正
（
九
州

大
学
教
授
）賀
川
光
夫（
別
府
大
学
教
授
）ら
に
地
元
の
日
高
正
晴（
西

都
原
古
墳
研
究
所
所
長
）
を
加
え
た
豪
華
な
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
論

の
展
開
に
は
、
十
分
な
聞
き
応
え
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
特
に
注
目
を
浴
び
た
の
は
、〈
下
北
方
古
墳
群
〉
の
第

５
号
地
下
式
横
穴
か
ら
出
土
し
た
「
金
製
垂
飾
付
耳
飾
」
に
つ
い
て

の
西
谷
教
授
（
当
時
は
助
教
授
）
の
講
演
で
あ
っ
た
。「
日
向
の
古

墳
文
化
に
お
け
る
大
陸
系
要
素
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
さ
れ
た
こ
の
西

谷
発
言
の
中
で
、
下
北
方
か
ら
の
出
土
品
は
明
ら
か
に
「
伽
耶
系
も

し
く
は
百
済
系
の
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
た
ち
が
、
伽
耶
、
百
済
に
つ
な
が
る
人
々

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
証
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
西
谷
教
授
は
東
諸
県
郡
国
富
町
六
野
原
の
第
14
号

地
下
式
横
穴
出
土
の
「
有
蓋
高
坏
」
に
つ
い
て
、
伽
耶
系
陶
質
土
器

の
舶
載
か
ら
の
須
恵
器
、
児
湯
郡
高
鍋
町
の
持
田
古
墳
第
28
号
墳
出

土
の
「
単
鳳
文
」
や
第
34
号
墳
出
土
の
「
三
葉
文
の
あ
る
大
刀
の
環

頭
」
に
つ
い
て
、
そ
の
類
似
品
が
百
済
・
伽
耶
・
新
羅
に
見
ら
れ
る

こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
馬
具
の
出
土
を
通
じ
て
、
五

世
紀
後
半
の
こ
の
時
代「
日
向
」の
地
で
も
乗
馬
の
風
習
が
は
じ
ま
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

　

こ
の
〈
下
北
方
古
墳
群
〉
に
つ
い
て
は
、
在
日
の
作
家
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
金
達
寿
の
古
代
史
関
係
の
代
表
作
品
「
日
本
の
中
の
朝

鮮
文
化
」（
講
談
社
刊
／
全
12
巻
）
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

金
達
寿
の
来
宮
は
一
九
八
八
年
の
春
で
あ
る
が
、
同
行
し
た
記
録
映

画
作
家
辛
基
秀
と
共
に
現
地
を
探
訪
し
な
が
ら
「
ど
こ
の
庭
も
古
墳

―
下
北
方
古
墳
群
」
の
見
出
し
で
、
こ
の
地
区
の
古
墳
に
好
奇
の
眼

を
向
け
て
い
る
様
子
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
伝
わ
っ
て
く
る
一
文
で
あ

る
。

　

こ
の
中
で
も
、
金
達
寿
は
さ
き
の
西
谷
正
の
講
演
レ
ジ
ュ
メ
に
触

れ
、
日
向
の
古
墳
と
南
部
朝
鮮
と
の
結
び
つ
き
を
、
こ
れ
ら
の
出
土




